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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年10月18日(2018.10.18)

【公開番号】特開2018-97375(P2018-97375A)
【公開日】平成30年6月21日(2018.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2018-023
【出願番号】特願2018-6675(P2018-6675)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月3日(2018.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縮小側共役面上に配置された画像表示素子に表示された画像と共役な位置に中間像を形
成し、前記中間像を拡大側共役面上に拡大像として投写する投写用光学系であって、
　複数のレンズと、反射面で光路を９０度折り曲げる２つの光路折り曲げ手段とを備え、
　全系の最も縮小側と最も拡大側にレンズが配され、
　縮小側はテレセントリックであり、
　前記画像表示素子に表示された画像を１８０度反転した向きに前記拡大像として投写す
ることを特徴とする投写用光学系。
【請求項２】
　前記２つの光路折り曲げ手段の間にレンズが配される
　請求項１記載の投写用光学系。
【請求項３】
　縮小側から順に、複数のレンズにより構成され、前記画像表示素子上の画像を前記中間
像として結像させる第１光学系と、反射面で光路を９０度折り曲げる第１光路折り曲げ手
段と、複数のレンズにより構成され、前記中間像を前記拡大側共役面上に結像する第２光
学系から実質的になり、
　前記第２光学系は、縮小側から順に、正の屈折力を有する第１レンズ群と、反射面で光
路を９０度折り曲げる第２光路折り曲げ手段と、正の屈折力を有する第２レンズ群から実
質的になる
　請求項１または２記載の投写用光学系。
【請求項４】
　前記複数のレンズおよび前記２つの光路折り曲げ手段は、前記画像表示素子よりも前記
拡大側共役面から離れた位置に配置される
　請求項１から３のいずれか１項記載の投写用光学系。
【請求項５】
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　前記複数のレンズのうち、最も拡大側のレンズ面は、最も縮小側のレンズ面よりも前記
拡大側共役面から離れた位置に配置される
　請求項１から４のいずれか１項記載の投写用光学系。
【請求項６】
　前記複数のレンズのうちの最も拡大側のレンズ面は、非球面である
　請求項１から５のいずれか１項記載の投写用光学系。
【請求項７】
　下記条件式（１）を満足する
　請求項１から６のいずれか１項記載の投写用光学系。
　　１３５≦２ω　…（１）
ただし、
　２ω：投写用光学系の最大全画角
【請求項８】
　下記条件式（２）を満足する
　請求項３記載の投写用光学系。
　　１．５０＜ｆ２／｜ｆ｜＜２．８０　…（２）
ただし、
　ｆ２：前記第２光学系の焦点距離
　ｆ：全系の焦点距離
【請求項９】
　下記条件式（２－１）を満足する
　請求項８記載の投写用光学系。
　　１．５２＜ｆ２／｜ｆ｜＜２．２０　…（２－１）
【請求項１０】
　下記条件式（３）を満足する
　請求項３，８，および９のいずれか１項記載の投写用光学系。
　　８．２０＜Ｉｍφ・ｆ２／ｆ２＜２０．００　…（３）
ただし、
　Ｉｍφ：縮小側における有効像円直径
　ｆ２：前記第２光学系の焦点距離
　ｆ：全系の焦点距離
【請求項１１】
　下記条件式（３－１）を満足する
　請求項１０記載の投写用光学系。
　　８．３０＜Ｉｍφ・ｆ２／ｆ２＜１６．００　…（３－１）
【請求項１２】
　下記条件式（４）を満足する
　請求項３および８から１１のいずれか１項記載の投写用光学系。
　　０．０２０＜ｅｎＰ／ＴＬ２＜０．１６０　…（４）
ただし、
　ｅｎＰ：前記第２光学系の最も拡大側面から拡大側を入射側とした場合の入射瞳位置ま
での光軸上の距離
　ＴＬ２：前記第２光学系の最も縮小側面から最も拡大側面までの光軸上の距離
【請求項１３】
　下記条件式（４－１）を満足する
　請求項１２記載の投写用光学系。
　　０．０５０＜ｅｎＰ／ＴＬ２＜０．１４５　…（４－１）
【請求項１４】
　下記条件式（５）を満足する
　請求項３および８から１３のいずれか１項記載の投写用光学系。
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　　０．１２５＜Ｉｍφ／ＴＬ２＜０．２４０　…（５）
ただし、
　Ｉｍφ：縮小側における有効像円直径
　ＴＬ２：前記第２光学系の最も縮小側面から最も拡大側面までの光軸上の距離
【請求項１５】
　下記条件式（５－１）を満足する
　請求項１４記載の投写用光学系。
　　０．１３０＜Ｉｍφ／ＴＬ２＜０．２００　…（５－１）
【請求項１６】
　下記条件式（６）を満足する
　請求項１から１５のいずれか１項記載の投写用光学系。
　　４．０＜Ｂｆ／｜ｆ｜　…（６）
ただし、
　Ｂｆ：全系のバックフォーカス
　ｆ：全系の焦点距離
【請求項１７】
　下記条件式（７）を満足する
　請求項１から１６のいずれか１項記載の投写用光学系。
　　１０．０＜ＴＬ１／｜ｆ｜＜５０．０　…（７）
ただし、
　ＴＬ１：前記第１光学系の最も縮小側面から最も拡大側面までの光軸上の距離
　ｆ：全系の焦点距離
【請求項１８】
　下記条件式（７－１）を満足する
　請求項１７記載の投写用光学系。
　　１５．０＜ＴＬ１／｜ｆ｜＜４０．０　…（７－１）
【請求項１９】
　下記条件式（８）を満足する
　請求項１から１８のいずれか１項記載の投写用光学系。
　　８．０＜Ｄ１２／｜ｆ｜＜３０．０　…（８）
ただし、
　Ｄ１２：前記第１光学系と前記第２光学系の光軸上の間隔
　ｆ：全系の焦点距離
【請求項２０】
　下記条件式（８－１）を満足する
　請求項１９記載の投写用光学系。
　　１０．０＜Ｄ１２／｜ｆ｜＜２５．０　…（８－１）
【請求項２１】
　下記条件式（５－１ａ）を満足する
　請求項１４記載の投写用光学系。
　　０．１３０＜Ｉｍφ／ＴＬ２＜０．２４０　…（５－１ａ）
【請求項２２】
　下記条件式（５－１ｂ）を満足する
　請求項２１記載の投写用光学系。
　　０．１３８≦Ｉｍφ／ＴＬ２＜０．２４０　…（５－１ｂ）
【請求項２３】
　下記条件式（６－１ａ）を満足する
　請求項１６記載の投写用光学系。
　　５．０＜Ｂｆ／｜ｆ｜≦１３．４５　…（６－１ａ）
【請求項２４】
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　下記条件式（６－１ｂ）を満足する
　請求項２３記載の投写用光学系。
　　６．４９≦Ｂｆ／｜ｆ｜≦１３．４５　…（６－１ｂ）
【請求項２５】
　光源と、該光源からの光が入射するライトバルブと、該ライトバルブにより光変調され
た光による光学像をスクリーン上に投写する投写用光学系としての請求項１から２４のい
ずれか１項記載の投写用光学系とを備えたことを特徴とする投写型表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、下記条件式（６）を満足することが好ましい。
　　４．０＜Ｂｆ／｜ｆ｜　…（６）
ただし、
　Ｂｆ：全系のバックフォーカス
　ｆ：全系の焦点距離
　また、下記条件式（７）を満足することが好ましい。
　　１０．０＜ＴＬ１／｜ｆ｜＜５０．０　…（７）
ただし、
　ＴＬ１：前記第１光学系の最も縮小側面から最も拡大側面までの光軸上の距離
　ｆ：全系の焦点距離
　また、下記条件式（７－１）を満足することが好ましい。
　　１５．０＜ＴＬ１／｜ｆ｜＜４０．０　…（７－１）
　また、下記条件式（８）を満足することが好ましい。
　　８．０＜Ｄ１２／｜ｆ｜＜３０．０　…（８）
ただし、
　Ｄ１２：前記第１光学系と前記第２光学系の光軸上の間隔
　ｆ：全系の焦点距離
　また、下記条件式（８－１）を満足することが好ましい。
　　１０．０＜Ｄ１２／｜ｆ｜＜２５．０　…（８－１）
　また、下記条件式（５－１ａ）を満足することが好ましい。
　　０．１３０＜Ｉｍφ／ＴＬ２＜０．２４０　…（５－１ａ）
　また、下記条件式（５－１ｂ）を満足することが好ましい。
　　０．１３８≦Ｉｍφ／ＴＬ２＜０．２４０　…（５－１ｂ）
　また、下記条件式（６－１ａ）を満足することが好ましい。
　　５．０＜Ｂｆ／｜ｆ｜≦１３．４５　…（６－１ａ）
　また、下記条件式（６－１ｂ）を満足することが好ましい。
　　６．４９≦Ｂｆ／｜ｆ｜≦１３．４５　…（６－１ｂ）
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